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北
口
駅
前
広
場
の
完
成
事
鎖
。
一
般
東
乗
降
場
の
屋
根
は
弔
懇
留
と
一
部
変
わ
る

平
球
市
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
北
口
広
場
を
改
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
パ
ス
パ
!
ス

(
パ
ス
乗
り
場
)
な
ど
現
況
の
施
設
を
義
謁
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
マ
ッ
チ
し
た
、
明

る
い
き
れ
い
な
駅
前
広
場
に
改
修
し
ま
す
。
工
事
の
完
成
は
、
来
年
の
七
夕
ま
つ
り
に
間
間
に

合
う
よ
う
六
十
四
年
六
丹
宋
門
口
で
す
。
工
事
間
期
間
中
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
ご

迷
議
委
か
げ
ま
す
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

北
口
駅
前
広
場
は
、
輸
相
災
復
興
ど
が
白
川
誠
7

吐
き
れ
い
に
材
班
嫌
が
ル
に
し
、
ざ
ん
新
な
一
ア
ず
イ
ン
を

土
地
夜
盤
整
理
事
業
と
し
て
殻
溺
進
ん
で
い
ま
す
。
ほ
ど
と
し
ま
す
。

さ
れ
、
昭
和
的
十
二
年
パ
ス
パ
!
こ
の
ま
ま
で
は
、
北
口
駅
前
広
縮
小
切
も
現
在
の
明
る
ヨ
よ
り
、

ス
や
地
下
返
を
整
犠
し
て
今
日
に
場
一
だ
け
が
取
り
品
泊
さ
れ
る
形
と
な
倍
近
く
開
明
る
く
な
り
ま
す
の
で
、

奈
フ
て
い
ま
す
。
る
た
め
、
二
十
一
世
紀
ま
で
の
暫
工
の
写
真
に
も
あ
る
と
お
り
、
き

し
か
し
、
そ
れ
以
後
、
新
レ
い
定
機
と
し
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
れ
い
な
地
下
道
と
な
り
ま
す
。

ま
ち
ブ
く
り
再
会
指
レ
た
開
笠
間
周
り
長
塚
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
ベ
ス
ベ

j
ス

次

募

戸
ほ
、
一
丸
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
や
湘
わ
し
い
叡
前
広
場
に
改
修
す
る
も

J

J

J

Z

南
ス
タ
ー
モ
ー
ル
、

M
Nピ
ル

な

の

で

す

。

現

立

は

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

中

{

移

b

!

p

?

l

s

s

絞
講
義
で
す
が
、
刀
一
ア
ー
の
ブ
ロ

3
2ゃ
ん
ii
い

M
a
g
i
ζ
d
i
i季
両

ツ

ク

警

に

し

ま

す

。

パ
ス
パ
ー
ス
の
編
は
、
利
用
者

今
沼
の
改
修
は
、
現
祝
mu
滅

設

し

ま

す

。

の

安

全

性

そ

ヲ

パ

て

広

げ

ま

す

。

を
で
き
る
だ
け
語
し
、
部
分
団
界
的
ソ
十
思
議
で
す
守
、
パ
ス
も
大
芝
さ
れ
た
た

な
改
官
工
す
む
よ
う
ま
訂
さ
れ

V

8

車
道
市
部
分
も
広
げ
ま
す
。
ガ
1

い
ま
す
。
新
し
く
新
設
さ
れ
る
も
耐
吟
ト
浅
か
ら
奴
ピ
ル
ラ
ス
力
側
関
ド
レ
ル
は
取
り
払
い
、
駅
一
一
窮
広

の
は
、
一
級
卒
業
隣
国
唱
の
設
擦
と
へ
上
が
る
鮎
開
設
に
、
エ
ス
カ
レ
1

場
に
ふ
さ
わ
し
い
鋳
物
裂
の
安
全

昇
り
潟
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
タ
I
そ
新
設
し
ま
す
。

J
R
の
ヱ
さ
く
に
し
ま
す
ね

す

。

ス

カ

レ

ー

タ

!

と

官

埠

惜

怖

さ

せ

る

の

パ

ス

パ

ス

の

潔

綬

は

、

例

る

一
一
殺
事
粂
降
場
で
、
開
設
札
口
ま
五
に
行
け
る
く
す
る
た
め
、
紅
谷
パ
ー
さ
ー

よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
降
ド
の
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
に
使
用
さ

一
般
車
乗
臨
時
場
は
、
パ
ス
パ
!
り
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
設
蜜
し
れ
て
い
る
透
明
の
樹
絡
桜
と
ア
ル

ス
の
一
挙
南
部
同
と
、
タ
ク
シ
7

ブ

ま

せ

ん

。

ミ

板

に

換

え

ま

す

。

宇

一

た

、

広

場

ん
の
潤
(
現
在
の
グ
ジ
2

ン

川

一

新

す

る

沈

下

支

の

外

周

に

あ

る

李

道

入

口

の

罵

ル

ト

付

近

)

に

新

設

さ

れ

ま

す

;

綬

も

同

じ

よ

う

に

改

修

し

ま

す

。

こ
の
乗
除
場
は
、
乗
用
車
が
…
度
靖
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
地
下
道

に
十
四
台
止
ま
り
、
衆
華
客
亭
}
改
修
し
、
開
明
る
い
地
下
遂
に
一
外
穫
を
間
基

き
一
る
ス
ペ
ー
ス
を
持
ち
、
地
下
道
新
さ
せ
ま
す
。
天
井
は
、
白
石
を
萎
広
場
の
外
燈
は
、
官
同
さ

4iMの

へ
通
じ
る
階
段
が
設
け
ら
れ
ま
溺
に
ア
ル
ミ
板
を
取
り
付
け
ま
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
回
議
設
寵
し
て
明

す

。

す

。

塗

は

白

系

統

の

タ

イ

ル

に

、

る

く

し

、

外

局

に

は

包

@

五

日

川

の

床
は
す
べ
り
に
く
い
開
明
る
い
タ
イ
外
燈
を
九
本
数
り
付
げ
ま
す
。

駅
ピ
ル
ラ
ス
カ
一
一
間
の
歩
道
は
、

現
在

ma
五
れ
あ
り
ま
す
が
、
タ

ク
シ
ー
ブ
i
ル
を
狭
く
し
、
歩
道
工
事
は
、
北
側
の
パ
ス
パ
ー
ス

を
十
討
に
広
げ
ま
す
の
で
、
歩
き
か
ら
願
番
に
整
備
し
て
い
き
ま

や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
す
。
こ
の
た
め
、
パ
ス
乗
り
場
が

タ
ク
シ
ー
ブ
ー
ル
は
、
今
ま
で
六
燃
番
に
駅
前
大
通
り
の
方
に
移
動

十
I

甘
か
ら
七
十
ム
口
止
ま
っ
て
い
た
し
ま
す
の
で
、
案
内
板
等
に
ご
注

タ
ク
シ
ー
を
、
一
一
一
十
九
台
に
綬
定
意
ミ
だ
さ
い
。

地
下
道
中
央
選
り
は
、
開
閉
鎖
し

ま
せ
ん
が
、
東
西
通
り
は
一
一
時
交

通
止
め
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

工
事
期
面
倒
は
、
十
一
月
か
ら
来

年
六
汚
三
十
日
で
す
。
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一
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
。

一
市
民
の
み
な
さ
ん
も
臼
ご
ろ
か

一
ら
家
庭
内
で
、
交
通
安
全
に
つ
い

一
て
話
し
合
い
、
ス
ト
ッ
プ
・
ザ

τ
一
空
き
地
や
休
耕
地
な
ど
に
生
い

一
交
連
死
亡
事
絞
に
ご
協
力
い
た
だ
一
茂
っ
て
い
る
雑
草
が
枯
れ
て
く
る

五
千
万
河
今
年
の
市
内
の
交
一
通
挙
放
は
、
一
百
六
十
七
件
(
前
年
同
額
五
百
九
一
の
、
死
者
は
増
加
し
て
お
り
、
交
一
き
た
い
。
一
ご
れ
か
ら
冬
に
か
り
て
は
、
結
れ

マ
絵
空
鳥
海
育
児
童
段
々
一
九
月
二
十
日
現
在
、
事
者
数
五
一
十
件
)
、
死
者
十
八
人
(
間
十
凶
一
通
事
故
死
者
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
一

1

1

1

1

一
草
火
災
草
生
し
ゃ
す
い
時
期
o

l
i
l
i
-
-
1
1
1
j
i
l
l」
j
i
l
i
l
i
-
-
1
1
i

一
人
)
、
負
傷
者
六
百
六
十
人
(
向
一
の
県
内
で
も
。
ト
ッ
プ
u

と

い

う

一

一

枯

れ

草

火

災

を

な

く

す

た

め

に

石
原
)
、
小
一
葦
議
(
横
須
賀
市
二
六
百
七
十
人
)
と
な
っ
て
い
る
。
一
不
名
誉
な
状
況
で
あ
る
。
一
区
画
整
理
登
記
一
は
、
雑
草
が
枯
れ
る
前
に
早
控

室
す
骨
一
マ
特
選
石
井
武
子
(
横
浜
市
)
、
一
件
数
、
負
傷
者
は
減
少
し
た
も
の
一
そ
こ
で
市
で
は
、
九
月
二
十
一
一
簿
の
書
き
替
、
ぇ
一
刈
り
取
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

一

丸

山

茂

樹

(

飯

能

市

)

、

吉

岡

混

同

一

一

一

ま

だ

刈

り

取

り

を

容

れ

て

い

な

争

中

共

コ

ン

ク

ー

ル

一

(

大

和

十

巾

)

、

及

川

和

子

(

平

塚

一

一

登

記

所

で

は

、

次

の

区

画

整

理

一

い

雑

草

地

な

ど

の

所

有

者

は

、

単

佐

一

汚

松

風

町

)

、

菅

野

愛

国

明

(

川

崎

一

一

地

震

内

の

登

記

簿

の

書

き

替

え

を

一

め

に

州

刈

り

取

り

を

。

第

一

一

一

十

八

百

苧

塚

七

夕

ま

つ

り

一

ど

が

最

優

秀

賞

に

選

ば

れ

た

。

否

、

衝

で

ず

子

(

東

京

都

)

、

一

一

行

う

た

め

、

品

露

中

土

地

一

ま

た

、

刈

り

取

っ

た

撃

を

焼

茎

コ

ン

ク

ー

ル

が

宮

れ

、

昨

工

芸

、

妻

入

賞

者

は

次

の

と

お

一

深

沢

啓

太

(

大

磯

町

)

、

霊

光

一

一

建

物

の

登

記

は

で

き

な

く

な

る

。

一

却

す

る

と

き

は

、

蓄

に

消

防

馨

言

語

点

も

上

回

る

一

千

一

言

一

り

。

(

襲

絡

)

一

雄

(

横

浜

市

)

、

喜

笑

(

厚

木

一

一

マ

露

首

ム

年

1
月
一
に
履
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

一

一

モ

凪

の

応

募

の

中

か

ら

、

雑

踏

一

[

一

披

露

五

、

海

老

沢

忠

二

横

浜

市

)

一

マ

該

当

地

区

土

地

区

画

繁

華

一

問

い

合

わ

せ

は

、

市

消

肪

と

風

に

た

な

び

く

竹

飾

り

を

随

磁

一

マ

間

最

優

秀

賞

増

田

警

(

藤

沢

一

{

フ

ァ

ミ

リ

ー

の

部

}

一

業

本

望

皇

室

・

豊

原

町

・

一

(

重

三

一

二

回

O)
へ。

に

表

現

し

た

増

田

塔

司

さ

ん

(

藤

一

市

)

守

推

薦

章

受

雲

市

)

一

立

野

町

咽

見

附

町

・

錦

町

@

平

塚

一

沢

市

)

の

作

品

「

七

夕

の

に

ぎ

わ

一

ヤ

優

秀

賞

伺

杢

高

日

明

(

平

塚

市

一

一

一

丁

自

・

平

塚

三

了

呂

・

平

塚

田

一

一

の

、

。

位

r

i

J

ゆ

A
U

レ
凶
↑
h
ソ

故

創

刊

日

航

A

D

J

時

等

き

北

池
山
一
括

J

J

ノ

'

室

ン

つ

南

一

番

ず

り

に

敦

ヨ

は

西

せ

舎

で

き

E

N
。

シ

を

東

わ

けは

h
M

コ

臨

時

古

る

ン

号

や

。

合

総

む

恥

は

疋

劃

げ

マ

番

擦

を

い

明

記

自
・

M

m
批

ι
一
叩
糊
欄
か

け

〉

入

き

日

山

数

き

に

へ

拝

抽

E
M

は

山

出

A

つ

は

棟

大

ず

義

一

驚

J

番

朝

刊

加

者

、

、

れ

防

州

問

通

路

俗

称

た

忘

消

4
1
ι

判

m

o

h

H

$

品

点

目

@

(2) 磁辛口631手守 O問 τ58

九
月
五
日
か
ら
開
閉
会
さ
れ
て
い
た
九
月
定
例
市
議
会
は
、
二
十
六
日
審
議
を
終
え
閉
会
さ
れ

た
。
今
懇
話
、
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
や
工
事
務
負
契
約
の
締
結
な
ど
十
一
一
一
議
擦

が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
追
加
提
案
さ
れ

た
教
育
委
員
会
委
員
な
ど
の
行
政
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
た
。

第 44ア吾妻

(
式
典
の
み
行
う
、

P
ト
ラ
フ
シ
ョ
ン
中
立
)

十
向
円
に
予
定
さ
れ
て
い
恕
次
の
行
事
は
、
都
合
に
よ
り
中
止

と
な
り
ま
し
だ
ι
こ
れ
は
可
奨
行
義
興
会
等
ガ
諮
る
行
事
に
つ

い
て
は
、
そ
の
議
員
会
等
の
端
組
曲
見
を
葬
品
盟
す
る
」
を
方
針
に
様

相
即
し
だ
絡
袋
、
中
ヰ
と
な
り
ま
し
た
。
ご
プ
象
く
だ
さ
い
。

「七夕のにぎわいj増原溶誇氏の作品

一
瞬
に
し
て
尊
い
命
を
奪
い
、
平
和
な
家
庭
が

hv
こ
と
は
誠
に
残
念
な
事
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

憂
う
べ
き
事
態
を
打
隠
す
る
た
め
に
、
こ
こ
に
「
交
通
事
故
非

常
事
態
」
を
宣
言
し
ま
す
。
関
係
機
関
、
間
体
は
総
力
を
上
げ

…
、
正
し
い
帯
議
マ
ナ
i
の
普
及
高
揚

て
若
者
の
ニ
輪
議
事
敬
訪
止

一
、
飲
湯
、
暴
走
運
転
の
追
放

を
量
点
と
し
た
総
合
的
翠
零
緊
急
に
取
り
印
刷
ま
れ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
一
議
事
故
防
止
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
強

く
期
待
し
ま
す
。

昭
和
六
ト
三
年
九
月
二
十
一
臼

平
塚
市
交
γ
是
主
全
対
策
協
議
会
会
長

平
壌
市
長
石
川
京
一

。
一
般
ぷ
捧
堀
誠
日
月
四
日
(
水
)
、
刊
月
部
日
(
水
)
、

日月
2
日
(
本
)
、
口
丹
9
日
(
水
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
jti--M
時

〈
〉
登
記
、
鉄
託
、
潤
蜜
相
談
日
月
日
日
(
金
)
、
日
時
1
話
時

〈
〉
一
輯
市
民
椙
該
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

。
浪
費
生
活
相
談

W
H幻
臼
(
金
)
、
回
目
(
金
)
、
日
開
門
4
日
(
金
)

日
月
日
日
(
金
)
、
叩
時
3
日時

。
定
制
年
金
曜
談
日
月
四
日
(
木
)
、
印
時
1
日時

〈
〉
器
明
考
輩
特
許
相
談
日
月
7
日
(
月
)
、
日
時
3
日
時

。
下
諦
取
前
相
談
日
月
初
日
(
木
)
、
日
時
加
分
S
M
時

。
住
宅
楊
畿
日
月
四
日
(
火
)
、
日
時
4
3
M
時

を

212 

青
少
年
格
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
}
)
滋

i
七
一
一
一
一
一

月jt
、
金
曜
日
9
時
43
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
楢
み
ご
と
は
v
ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
。
お

j
七
八
一
一
一

O

月
う
土
曜
日
9
時
1
M
時
四
分

福

州

協

会

録

的

ω
i一一一一一一一一一一一

ハY
心
配
ご
と
相
談
毎
週
月
曜
日
、
日
時
3
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
掴
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
3
叩即時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

O
結
揖
相
談
毎
週
日
曜
日
、
日
時
5
日時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

。
母
ヰ
相
談
毎
調
盟
国
内
1
金
曜
日
、

9
時
i
M時

。
輩
猿
児
置
相
談
聾
週
日
H
i
金
曜
日
、

9
時
1
珂時

。
高
齢
者
職
難
措
談
瞳
週
月
r
、
金
曜
臼
、

9
時
担
分
:
同
時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

。
靖
人
相
畿
樟
局
第
3
木
曜
臼
、
四
時

s日
時



総
合
体
湾
鍍
の
完
成
予
想
顕
在
僚
が
プ
i
ル
棟
、
中
央
が
メ
ー

ン
ア
リ
i
ナ
捕
、
お
欄
削
が
サ
ア
ア
リ
ー
ナ
輔

総事自63ま芋守 O月守 58

は
神
奈
川
」
で
放
映
す
る
こ
と
に

怠
っ
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
を
。

最
近
、
伊
一
位
山
中
島
東
方
沖
の
群

発
地
震
が
、
断
続
的
に
発
生
し
、

脳
を
冷
や
し
て
い
る
。
地
震
は
、

備
一
え
あ
れ
ば
霊
い
な
し
の
一
訪
問
薬
ど

お
り
、
万
全
な
備
え
を
し
て
お
く

こ
と
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。

そ
こ
で
、
地
震
者
に
登
場
し
て

い
た
だ
き
、
各
家
庭
の
備
え
や
心

機
え
を
六
検
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
た
が
。

マ
政
校
時
間
口
月
5

U

M

(

土
)

午
前
日
時
品
分

1
日
分
(
H
分
間
)

一v
佐
映
日
M
T
V
K
(
テ
レ
ピ
神

奈
川

'
U
H
F
)

広
報
謀
で
は
、
広
報
義
組
「
地
な
お
、
放
映
し
た
ビ
デ
オ
は
、

震
若
や
っ
つ
け
ろ
ノ
」
を
製
作
後
日
、
同
民
間
飲
川
況
附
目
立
h
H

ラ
イ
ブ
ラ

し
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
一
こ
ん
に
あ
リ
ー
で
授

U
Mす。

11}'351311雲寺45分すvで放娯

(3) 

総
合
公
園
は
、
第
一
一
崩
事
業
の
す
塚
球
場
や
平
塚
競
技
場
が
完
成
し
、
第
二
銀
事
業
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。
中
心
施
設
と
な
る
総
合
体
育
館
を
は
じ
め
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
日
本
庭

園
、
研
修
所
な
ど
、
相
次
い
で
着
工
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
受
口
体
育
館
と
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

幼
稚
麹
児
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
毎
年
市
・
私
立
幼
稚
園
闘
と
も

歩
調
を
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

昭
和
六
十
間
同
年
度
の
募
集
は
、

市
@
私
立
幼
稚
隠
と
も
入
園
願
書

等
の
配
布
を
士
月
十
五
臼
、
ま
た

願
蓄
の
受
け
付
け
を
十
一
月
一
日

か
ら
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
(
な

お
、
県
立
幼
稚
轡
の
入
盛
田
制
章
一
回
等

の
配
布
は
十
一
月
二
十
刻
白
か
ら

行
一
つ
)
た
だ
し
、
市
立
幼
稚
園
は
一
年

保
育
の
た
め
、
昭
和
五
十
八
年
四

月
一
一
白
か
ら
五
十
九
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
が
対
象
と

女子害事療立絞殺額
さくら幼稚皇室 (真土) 55-4414 
ひばり幼稚童話 (御殿) 31 -3828 
重量沼幼稚園 (荷量豊田) 31--5326 
土産幼稚関 (土屋) 58-1415 
城島幼稚関 (小鍋島) 55-0953 
金目幼稚園 (衛金自) 58-0243 
港幼稚歯 {タ緩ケ忌)22-4189 
松原幼稚閥 {天沼) 23-2834 
県立平塚江南幼稚濁{諏訪町) 32ー4827

合私立幼
33-2215 

大神美里幼稚溜 {大神) 54-3288 
大野幼稚蜜 (東八幡) 21--7302 
神田幼稜麗 (大神) 55--0841 
黒部丘知推鐙 (黒部丘) 31-1955 
さきとり幼稚告書 {四之宮) 54-3558 
さなだ幼積層 {棄問) 58-0001 
清水学箆付属幼稚溺(綬坂間) 58-8080 
湘南桜ケ丘幼稚濁 (桜ケ丘) 31-2623 
しらふじ幼稚園 {山干') 34-3237 
筆平幼稚慶 (釜平) 32-5775 
つくし幼稚重量 (飯島) 58-7035 
つるみね幼稚園 {浅間自了) 22-2007 
道初幼稚濁 (豊原町) 31--0595 
なでしこ幼稚関 (平塚) 31-2471 
白鳥幼稜麹 (!可内) 32-7875 
花乃幼稚劉 {入野) 32--0086 
花水幼稚鴎 (箆減ケli)'31--5921 
東中原幼稚園 {東中原) 33-4849 
平間幼稚霞 {向車奇) 58-1188 
平塚二葉幼稚菌 {兇附ilIJ) 31--0864 
平塚めぐみ幼稜歯 (纏) 32-3422 
松風幼稚寓 {松風向) 22-0558 
美塁幼稚麗 {下島) 55-3830 

子宮政に苦情や要望、提言のある方

010河19臼ゆく)
・141時-16時松原公民銭。10月26日(水)
.10時-12時 幾重審公主悪童宮
巳 19時-21時 3肖紡鏡3分尽
く)llJl1怒(火)

・10時-12時 軍富士箆公渓吉宮
・19時-21時 Jノ

イ主民異動届は、選挙、就学、弱震年金、国民鍵属探

暁、予間接撞、印鑑証明などのもとになる重要なもの

です。住所が変わったときは必ず日以内に層け出を

してください。

届け出には、その方の氏名、住所、異動した年月日、

従前のイ主所等がわかるようにし、本みまたは世帯主等

が届け出ることになっています。

うその届け出をしたり、正当巴理由がなく届け出をお

こたった場合は過料が科せられる場合があります。

議担当 市民課市民異動部〈電話23-1111内綿236)

2 3 



(4) 童話利63年守 O河守 68うつま

平嘩録審帯十字奉仕E君 沼の平島由
な方のために、小説や物言語りなどを

錦奮している。すでに声の本として

5，000本収蔵している。

幸む さラるとなえ f主ろ
局自んン入し事あそんな私
し分でテたてでフうで惨た
、のすイち、もたいいがち
地余。アが真みめうまを v
博椴 包い費目ん tζ 人すか慢
のの グまにな た。か域

'" ルす取がどち えに努詰 り闘ん在 たは
慨を ブこ組分な池山 人
に有 のれんのに域 たい
活効 みがで問小で ちろ
滋に なボい是喜さ支 がい

ずれン 活かか華麗をは し
てテ悩動にた録作、ボて
イみしもつ蚕つ揮ラい
心アをてたむ 7 てだンま
豊のかいくり点いき言テず
かあ君、まさ_'""るりイ
iζ たえずんつ赤たゑア
暮たた。の 2土ん J互補
っか人 グ吉子ぼ用グ
せいも jレ会奉ぽのル
て心、 1な{土やお i
いにボ フど E語、むブ
ま蝕ラ がほ、平つに

@ イる

一時保育ボランチィアの皆さんは、 i島2問、

子供たちと楽しく遊ぶ。

需
物
資
の
調
達
在
行
}
つ
こ
と
に

し
て
い
る
。

し
か
し
、
調
達
し
よ
う
と
し

て
も
、
道
路
の
陥
没
や
歩
通
橋

の
縫
下
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
俄
壊

等
の
燈
審
物
で
道
路
が
京
滋
に

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
週
間
は
自
分
の
力
で
生
き

て
い
か
れ
る
よ
う
に
、
生
活
必

突
然
地
震
が
起
き
た
と
き
、
畳
間
口
聞
を
準
備
し
て
お
こ
う
。
ま

川
食
糧
の
蓄
え
を
全
く
し
て
い
な
た
、
家
が
被
害
に
あ
っ
て
も
数

一
山
か
っ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う
対
日
開
問
は
大
丈
夫
の
よ
う
に
、
非

一
一
応
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
常
持
出
品
を
用
意
し
て
お
こ

ま
ず
、
食
料
品
広
に
か
け
つ
う
。

け
る
と
い
う
方
が
い
る
が
、
こ

e

市
の
備
蓄
口
問
主
に
長
期
保

れ
は
滋
乱
や
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
存
食
、
埼
ハ
ン

す
大
き
な
康
函
と
な
る
。
-
配
給
品
原
則
と
し
て
米

市
で
は
、
常
に
食
糧
等
を
備
穀
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
て
長

蓄
し
、
災
警
に
よ
っ
て
家
が
壊
期
保
存
食
、
カ
ン
パ
ン
、
戯

れ
た
り
、
火
災
で
焼
け
出
さ
れ
食
、
調
味
料

た
方
に
、
応
急
物
資
や
生
活
必

平壌点訳事十字奉仕節 患の不自損な方の

ために点訳や図書轄の拡大、点字地喜岳の作成

などをしている。

省切手の収集室都墨をしているうづき金の皆

さん。さっき金は、ロータスク ポンを撃

獲している。

今
年
度
の
月
例
少
年
少
女
マ
ラ
一
〔
本
大
会
}

3
月
5
8
(包
)

ソ
ン
大
会
と
第
↓
九
間
平
塚
市
少
一
マ
会
場
平
塚
競
技
場

一
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
白
程
が
一

7
競
技
方
法
小
学
生
百
男
子
の
部

、
詑
一
言
つ
ぺ
書
さ
れ
る
方
は
、
一
一
一
雲
、
同
女
子
喜
一
古
川

し
得
寄
一
保
護
者
の
承
諾
を
得
て
か
ら
申
し
一
中
学
生
百
男
子
の
部
三
千
日
制
、
問
問
女

崎

射

殺

一

、

去

を

。

一

子

の

部

一

一

吉

川

伶

〕

る

。

一

マ

日

程

一

マ

奉

F
加
料
無
料

を
ザ
い
る
一
門
月
例
マ
ラ
ソ
ン
大
会
}
ロ
月
一
マ
申
込
期
限
第
Z
限
分
は
円
以
月

料

パ

で

い

一

一

没
、
し
て
一
4
8
(
日
)
午
前
日
山
一
時
小
学
5
一
江
田
(
金
)
、
第
2
自
分
は
ロ
同
月

ご
付
h
一
主
寺
田
、
午
前
議
小
学
一
昔
(
火
)
、
本
大
会
分
は
2
月

日

持

寄

f

一

一

詰
を
へ
も
一

6
年
生
週
中
学
生
第
1
回
、
ー
月
一

8
日
(
水
)

シ

十

h
m金
ゃ
一
m
M
E
(
日
)
午
前
切
符
小
学
6
一
申
し
込
み
は
、
指
定
用
紙
を
見

パ

布

義

ち

一

一

J
P
V

盤
技
も
一
年
生
・
中
学
生
一
第
2
図
、
附
台
体
育
館
内
体
官

ナ

三

時

制

一

時

ハ

み

ナ
5

茸義
2
白

一

一

一

05)
へ。

た
口
金
、
一

か

プ

益

は

4 

= g 

= _ 

z 

歪

= 

-

z 

-

z 

噌

『台

エ
ン
ト
リ

i

み

体
育
大
会
が
神
奈
川
県
で
一
開
催
奇

れ
る
と
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
鴎
体
の
会
場
を

平
塚
市
に
誘
数
し
よ
う
と
、
十
月

八
白
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
フ
ラ
ザ

一
九
設
立
総
会
が
間
開
催
さ
れ
た
。

財
閥
凶
法
人
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
一

8
持
初
分
(
〉

日
間
財
屈
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
一
マ
会
場
大
磁
ロ
ン
グ
ピ
ー
チ
駁

み
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
ス
ポ
一
車
場

ー
ツ
教
室
を
品
開
く
。
一
ヤ
競
技
内
容
①
百
れ
ス
プ
リ
ン

{第
2
劉
綴
人
事
球
(
初
級
@
中
一
ト
②
一
千
五
古
川
川
レ
l
ス

③

組

組

)

懇

義

一

大

盟

襲

技

安

子

校

、

面

体

リ

マ
日
制
世
間
山
月
山
凶
日
(
丹
)
、
良
一
レ
l

日
(
月
一
、
口
月
7
5
(丹
て

M
一円
V

参
魚
料
叩
四
歳
以
下
六
古
川
円
、

白
(
月
)
、
幻
自
(
木
)
、
お
臼
一
ぬ
歳
以
上
一
千
円

(
月
)
・
全
5
回

一

円

v
問
い
合
わ
せ
児
約
台
体
官
閉
館

・
時
間
午
前
g
時
均
分
1
ロ
時
一
内
体
育
課
(
寝
語
句
コ
一

O
六
O
)

/'"，. 
/'"，. 

一動物iま愛矯と室霊祭をもって湾てようー

最近、犬や猫の苦情が増えている。斜い主

の方は、次のことをよく守って他人に迷惑を

かけないようにしよう。

①近所に迷惑をかけない，む絞りを

@必、饗なけ才tl;f不妊、去勢手捕を

①犬¢昔主主制立、必ず fふんの始末jとほiき

繍の務局Jを

①犬の放し飼いは危罪集。絶対にやめよう

11月6 (El) 
午後2時間購

ところ 市民センター
・入場料特別席3，000肉、 般 2，000丹、

学生1、000円

e前売勢市民センタ 事務室、ヤンレイ

レコード、稲元震楽器、花木書房、サク

ラ番1;5本r;3号、文栄堂、なでしこ書房、ヨ

ネザブ楽器

開し、合わせ 市民センタ一言主話32-2235
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叩
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憩
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古
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40代からの山歩き入門

老いの生き方

母と子の健康室 明治製薬広報室編

社会科学 ・その他
怯えるアメリカ人

障害者はいま

きのこ

バイクとキウイたち

臼本人の信仰

牛肉のすべて

日本語の再発見

ソワjレという異郷で

日本を向くカナダ

板坂元

大野智也

海水大典

昇

森安常蔵

尋ね人の時間

その夜のコニャック

る 3

・英尽筒J lOfH5日 〈乞) --11J-120日 (口)
・会場博物館特男Ij鰻示室

f総意穀豊b買金・樺鞠寧真由揖方}
日時日月20日(口 138寺30分~同時

'会場博物館講堂

・講師植物写真家永田芳男氏

命体麓日 毎週月曜日、日月 3日

女博物暗室 午254浅間ffíJ12~41 -;;富三割33-5111

古手万殺事土交ダンス言善意喜重量

ブjレ ス、守 J ポ、ジルノ¥， )レンパ、ワル

ツなどを初会多から学ぶ。

日程 10月21日--12f.llu口の毎沼念宮菱自、
12月 6H (火)、 10日 (ゴ二)

・子関行 19日キ307:t-~'20S与45 5-}

。対象 芳年男友各20人く申込各自〉

すシンポジウム「人の主主ぎ方j

青少年の自立を殴るために、大人はどのよ

ヨに生きていけは良いのかを考える。

日時 10月22日 (土) 13時30プナ--15時30分

匂対象成人50人く申込制〉

官了体韓国 毎週月曜日、 11月 4日

食脅す年金鰭

千出浅間町12-41 電話32---7029

岩崎力

'会場横浜自然観察の蒜(横浜市戸塚区〉

・定員 30人ぐ抽選〉

咽交通費 15叩円

p 由し込み 10月25日までに往握はがきで

交「サマーセミナー緩j

8月に七ffJ花で開かれたサマ セミナーの

樟子そ紹介する。 11月 1日--29H。

合体験さ学習「和紙づくりJ
和紙づくりの技法と技術を学ぶ。

日時日月27日(日) 9時一日時

a 金場博物館科学教室

ー定員 20人、抽選〉

・材料費 700円

・崩し込み 11月17日までに住捜はがきで

す特泌展 f神奈JlIの植物j
神奈川県を代表する捕物や、各地域の特徴

を紹介する。多くの生態写真や摸型、揮本さ

らに分布デ タを表示するマイコンを展刀、す

-会場図書館3階会議室

・対象 市内在性、在勤、在学の方30人

恥持参するもの テキスト代600丹、筆記用

呉、は3み
・申込期限 11月 8日以く)先着順
。申込先留書館揖聴覚ライブラリ

台関盤時楠

・費出室、参考宮

火~日曜日 9時-16時50分

金曜日 9時~四時50分

a こども室火~土曜日 日時-16時50分

日曜日 9時-16時50分
合体笠宮8 毎週月曜日、日 3日
官狙轟舘 〒254揖間町12-41 電話31-0415

会ll}守密然綴霊薬会

冬を迎える動植物を親轄する。

。日時日月 13日〈日) 8時-16時

合こども峡踏会

。10月16日(沼) 10時、 14時 3措ホーノレ

「晶暁者たち ガンバと 7 匹のなかま~J
アニメ 95分

。日月 6日{臼) 10時、同時 3暗ホノレ

「ピJレマの聾琴j アニメ 43分

す峡廼会

@lO月羽田(自) 10時、 14時 3階ホーん

「高瀬舟J カラー 45分
森鴎外白原作を臨画化したもの。

弟殺しの罪で遠島の刑に処せられた喜助

は、時四中で、送り投入l主兵閣に身の上話を

語る。そむ表情は穏やかで構ち足りていたロ

a旅の本

会16ミリ映写機操作技術言語議会
16~，)映写機の操押技捕を習得してもらうた

め田講習会を開く。

・臼程 11月18日(金)-油田〈土)

・時間 9時-16時305}



重曹44ア吾晋

妊艦中と産接的栄華・映画「生命

創造j

輯復暗弱(掘調8か月以揮の方}

日月28日午後 1時30分-4時

赤ちゃんのお風品・お麗由選み方

と産挫の過ごし方・呼吸法

12月 3日午前9時四分~日時30分

明画「母と子白きずなJ-赤ちゃん
の育て方

離会場保樺センタ

韓宝拍医の許可を樽てからと書加

を。最終日はお父さんもどうぞ。

臨持書するもの 母子樺麗予帳、筆

言己用具(全日稽共通)、スラックス

( 7臼と28D)、さらし、教議室道具

(14日)、エプロン、三角巾、タオ

Jレ(21日)

〈ブ〉

骨樺櫨センター

平塚市中里34-17 電話34-03日

骨平場盤樺所

平塚市豊原町 6-21 電話32-0130
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覇対象 2載 6か月までの乳幼児

職金場平理保檀所

覇相説日 11月 7日、 14目、 21日

韓時間午前9時-10時(費吋)

轄申レ込み 電話で平埋探瞳所へ予

約する。

盤対象 日月中に 8か月から構 1撞

になる乳幼児の母親

盟日時 11月 2日午前10時-11時

鶴会場平理蝿僅所

輯母子瞳鹿手帳と筆記用具を持参

盟費付午後 1時-2時

盟会場保瞳センター

臨母子韓鹿手帳本冊・別冊、筆記用

具、歯ブラシを持苦

[3か月児〕

-11月 2日 63年 7月 1日-10田金

-11月16日 63年 7月11日-20自生

ー日月却臼 63年 7月21日-31日生

[1嘩 6か汚泥]

'日月 1日 62年 5月 1日-10日生
・日月 8日 62年 5月11日-20日生
・日丹羽臼 62年 5月21日-31回全

[ 3説泥}

-11月10臼 60年 9月 1日-10日生

・日月17日 前年9月日日-20日生

・11月24日 60年 9月21日--..30日生

や
女平壇市纏658~~ 6 沖篭気工業

(株)にお勤めの小堀隆裕さん

(30歳)とhOf"fOーさんは5最)の
長女。体重 9kg、身長73cm， 63年

1月13日生まれ。

母乳脊ちの樺カロちゃん、たまご

おじゃが大好きで、いつも茶わん

いっぱい食べてしまう c ハパもマ

マも水泳選手だったので、手くも

英才教育。 8月から蝿太お兄ちゃ

ん(2麗半)とスイミングスクー

ルに通っている。

瞳輯 1期対象は 3か月以上4農来

満の乳幼児。 3;車問から 8盟関の

開捕で 3関空ける。

盟欝 2期第3期の 3回呂田接瞳日

から 1年以上 1年 6か月以内に 1

田空ける。 5歳 6か月に達する

まで受けられるが、 4歳までに終

了することが望ましい。

輯開業医、病院で撞撞できる。接撞

日は医師とご相説を。

盟料金無料

鶴探検証、母子健麗手植を持害

輔対象昭和63年 4月 1日-6月30

日生まれの子供のお母さん

韓日時 11月11日 午前日時-11時

30ラテ

露援会場保韓センター

韓内容新米ママのたのしい子育て

-欝 2期第 1間町 3巨]自の接撞日

から 1年以土 1年 6か月以内に 1

@]受ける。

舗接種方法 市民病院・共帯病院の

みで年間を通じて接種できる。接

種目は闘病院にご相談を。

嘩料金無料

盟保険証、母子健康子帳を持参

翻対象 百日ぜきの予防接種を受け

る必要のない人。

・第 2期 3か月以上 6歳未満の乳

幼児。 3週間から 8週間の間隔で

3回受ける。

ニI:.

、ア

一
六
三
)
へ
。
ェ
ン
ス
、
ベ
ピ
ー
体
重
計
、
ベ
ピ
1
パ

什

念

鶴

り

ま

す

七

五

三

着

物

一

式

(
3

ス
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
ス
ト
1

一

い

撞

用

)

、

新

生

児

衣

類

、

5
1
6
誼
用
ブ

持
ぃ
円
い
へ
女
児
衣
頭
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
パ
イ
プ

O
競
っ
て
く
だ
さ
い

9
1
日
韓
用
男

ベ
ッ
ド
、
髄
気
マ
ッ
ト
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
児
衣
頼
、

7
1
8
載
用
女
児
衣
輔
、
ベ

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
せ

(
2
蟹
用
)
、
ひ
じ
掛
け
い
す
、
木
製
ピ
1
カ
1
、
マ
マ
コ
ー
ト
、
ミ
ニ
冷
蔵

が
増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
の
と
き
学
習
杭
、
整
理
だ
ん
す
、
聾
見
、
剣
道
庫
、
電
動
大
工
道
具
、
電
気
ス
ト
ー

に
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
り
も
あ
着
、
学
智
滋
科
辞
典
、
電
気
オ
ル
ガ
フ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
テ
レ
ピ
、
ベ
ピ
!
パ

る
の
で
、
ご
了
患
を
。
ン
、

8
「
映
写
機
、
揖
器
機
、
子
供
用
ギ
l
、
京
子
用
ベ
ビ
ー
カ
、
男
子
用

不
用
m雨
量
議
情
報
は
バ
イ
オ
リ
ン
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
自
転
車
自
転
車
(
印
可
、

U
I
H
引シ)、岳

地
域
づ
く
り
諜
市
民
生
活
保
(
山
内
綿
一
回
打
J

、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ピ
2

フ
車
、
力
l
チ
ェ
ア
1
、
高
下
駄

る
続
発
性
ネ
ブ
ロ
1
ゼ
症
候

鮮
と
に
分
け
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
糸
球
体
の
血
液

を
ろ
過
す
る
膜
(
基
底
膜
)

に
病
爽
か
起
き
て
、
透
通
性
…

が
高
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
川

治
療
方
法
は
原
図
や
事
状
ト

に
よ
り
異
な
る
が
、
他
の
時
間
叶

疾
患
と
間
様
に
安
静
・
保
れ

混
・
感
染
五
ア
妨
。
食
事
療
法
叶

(
高
た
ん
{
?
一
品
カ
ロ
リ

ι

1
・
低
ナ
ト
リ
ウ
ム
食
)
が
一

中
心
と
な
る
。
薬
物
は
ス
テ
…

口
イ
ド
剤
を
使
用
す
る
こ
と
…

が
多
い
。
し
か
し
、
糖
尿
・
胃
潰
第
一

(
か
い
よ
う
)
な
ど
の
多
く

2

の
創
作
用
が
あ
る
た
め
、
自
1

a判
断
で
中
断
す
る
と
、
百
汁

t

発
や
悪
化
の
恐
れ
が
あ
る
。
一

ま
ず
、
医
師
削
の
一
指
示
を
守
…

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
一

く〉ところ

{催し物]

・第四国心身障害児者レクリエーション大会。申的判

・第10日J母と子のつどい " 

模擬底、プロ野球選手サイン会、ミニ動物 をトヴE
匡語、ミニSLコーナ、ふれあい昼食会 唱をJ

問い合わせ 福祉総務霊祭
書聾護学校生告をの作品

まちづくり

1l}'!3滋{文化の務}
午前日時間会

浅罪悪緑地

74歳以ょの万に、はり、きゅう、あん

ま、マッサージ、指圧の助成を行ってい

る。

。受療#の交付

大正 3年 5丹31日以前に生まれたJiは 6枚。

式正3年§月 1日から大正4保 3月までに生

まれた方は、 74歳になった丹から 2か月に 1

枚の劉恰で交付する。

。自己負担綴 1枚につき600丹

。申し込み 印鑑および鍵康手帳または健康保

険誌を持参のうえ、福祉総務課(内鯨 219)

'̂。
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允
海
外
青
年
協
力
障
員
や
留
学
生

そ
迎
え
て
の
異
文
化
体
験
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時
日
月
四
日
(
土
)
午
後
1

寺
。
、
ァ
1
3
寺

3
3
J
J
I
!
日

守
会
場

Z

塚
M
N
ピ
ル
日
階
ひ
ら

つ
か
ス
カ
イ
ブ
一
フ
ザ
措
2
会
議
室

マ
テ
マ
ザ
界
と
の
出
会
い

マ
定
員
百
五
十
人
(
会
場
先
済
騎
)

門
〉
問
い
合
わ
せ
光
袖
…
岩
川
大
学
問

際
経
常
研
究
所
(
電
話

C
四

五

四

八
;
五
六
八
)

明

北

栴

朗

渓

講

世

会

設

7
日
時

μ
日
2
日
(
水
)
位
法
7
時

マ
会
場
中
火
公
民
舘

門v
曲
百
日
本
歌
曲
名
抽
選
ほ
か

マ
入
場
料
一
段
一
一
千
円
、
学

f

(小
i
高
校
生
)
千
円

マ
主
出
龍
平
塚
演
奏
家
協
会

マ
問
い
合
わ
せ
先
福
祉
総
務
議
庶

務
様
(
町
一
綿
一
七
J

っか第 44ア努

総
合
公
開
問
内
に

あ
る
綴
水
一
公
留
は

自
扶
が
い
っ
ぱ
い
で
、
と
て
も

良
い
場
所
だ
と
伊
い
い
ま
言
。

日
払
は
、
こ
の
公
団
的
に
い
つ
も

子
供
と
一
絡
に
設
ぴ
に
行
き
ま

す
が
、
闘
っ
た
容
が
ひ
と
つ
だ

け
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
犬
を
正
気
で
治
に

入
れ
た
り
、
子
供
た
ち
が
怖
が

っ
て
い
る
の
に
、
織
を
決
し
て

〕
ま
う
ね
問
い
支
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
お
願
い
し
の
看
絞
に
は
、

「犬
e

ベ
ッ
ド
等
は
池
に
入
れ

な
い
で
~
く
だ

3
い
」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
「
犬
の

放
し
飼
い
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
~
と
奮
さ
加
え
て
も
ら
え
ま

せ
ん
か
。
(
新
町
中
沢
葱
乎
さ
ん
)

総
合
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憶
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、
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拠

で
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摂
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調
停
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o
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日
時
叩
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臼
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1

時
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中
央
公
毘
館

ヤ
相
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拝
金
銭
詩
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家
賃
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地
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な
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の
も
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夫
婦
含
親
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必
ど
の
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ご
と

マ
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い
合
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せ
先
平
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調
停
協
会
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電
話
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i
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一
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)

心
身
に
樟
芽
そ
持
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供
の
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つ

け
教
角
訓
練
方
法
な
と
に
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い
て

相
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を
受
け
@
、
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巡
回
教
育
相

談
合
が
叫
聞
か
れ
る
。

マ
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時
日
河
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一
日
(
木
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午
前
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時
3
午
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時

守
会
場
教
育
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館

け
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期
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月
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先
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コ
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℃
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F
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議
議
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記
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日
揮
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(
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(
本
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全
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V
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靭
紐
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全
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マ
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水
)

山
問
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沢
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技
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(
屯
点
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四
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六
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回
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)
へ
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マ
期
尚
印
凡
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什
(
金
)
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H
H

6
日
(
日
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時
間
午
前
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時
却
什
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午
後
4

予日V
会
場
パ
イ
ロ
ッ
ト
筆
記
日
〈
資
料

館
(
平
塚
市
西
八
噛
1

4

3

)

守
内
容
出
界
の
万
匂
家
現
市
、
持

理
相
談
、
筆
日
制
定
、
試
筆
ほ
か

マ
問
い
汽
わ
せ
光
州
法
科
鮪
(
在

話
お
ひ
(
)
)

税
を
知
る
m
dぺ
山
凶
(
日
行
口
打
、
J

げ

日
)
に
あ
わ
位
、
佐
拐
犯
淡
コ
ブ

i
が
聞
か
れ
る
、

ァ
ー
ヲ

l
J
J
l
J

へ
九
三
ド

U
O

¥
t
u
O
I
L
Y
-
f
J
〆

引
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品
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午
後

4
H

マ
会
場
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訳
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駅
江
口
階
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1
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レ
日
本
党
第
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R
し
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考
え
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不
手
手
記

務
課
ヘ
世
間
ハ
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〈
い
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円

v
日
棺
日
月
川
抗
日
「
H
)
J
X
H
九

河
川
日
(
念
)
命
令
一
刊
以

・
時
関
与
後
6
時
f
¥
ψ
0
件

マ
会
場
県
湘
一
四
万
愉
セ
ン
タ
ー

(
グ
ヲ
ケ
崎
市
茅
ヶ
崎
ミ
お

7
)

マ
テ
!
マ
「
肉
料
m山
中
の
H
V
O
γ

日開

放し鋳い禁よとの濠i毛震を

仁
川
つ
に
、
お

k
い
が
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
い
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

ご
翁
問
刊
に
あ
り
ま
し
た
犬
ん
ら

洩
れ
て
利
用
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
問
題
が
あ
れ
は
注
意
を
し

点
、
惑
い
の
場
と
し
て
、
多
く
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
で

の
市
災
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
マ
ナ

i
を
守
っ
て
い
た
だ
け
す

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
大
変
闘
っ
て
い
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
は
、
新
た
に
「
放
し
飼

楽
し
く
安
心
し
て
利
用
で
き
る
い
禁
止
」
の
看
板
亭
ぷ
品
開
国
内
イ

清
」
中
央
大
学
助
教
授
袴
田
兆
産

民
法
か

マ
定
員
団
人

マ
受
講
料
一
下
円

マ
問
い
合
わ
せ
先

umm湘
南
労
働
セ

ン
タ
ー
(
電
話
。
四
六
七
回

七
二

中
地
区
漏
出
?
表
明
白

(
5
4
V
A
謹

片
山
写
真
展
が
間
か
れ
て
い
る
。

マ
期
間
山
汀
日
日
(
木
J
i訪れ一

へ
火
)

'
時
間
午
前
山
時
1
今
後
7
時

V
A
K
場
梅
原
一
ア
パ
ト

マ
問
問
い
台
わ
せ
先
福
祉
総
伊
謀
術
一

計
指
匂
係
(
門
線
一
一
)

交
通
業
離
脱
綴
率
直
が
一

山
「
円
、
日
付
に
vr
報
一
弔
な
ど
の
南
米

以
阿
部
市
閣
に
お
い
て
、
ゅ
ん
通
実
態
調

伐
が
主
賊
さ
れ
る
a

ニ
品
力
名
。

向
い
〈
げ
ね
せ
は
、
由
民
一
副
都
市
謝
交

品
川
百
悲
調
氏
支
台
本
部
(
屯
J
t

仙ハ

一一一、
J

J

¥

C

〈」

J

六
か

Jmに
引
は
討
し
、
係
日
誌
が
同
一

凶
す
る
と
き
に
、
よ
り
一
層
注

意
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
し
て

い
君
た
い
h
f

沼
山
い
ま
す
。

犬
に
つ
い
て
は
、
総
合
公
園

だ
け
の
問
認
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ム
「
後
と
も
、
飼
い
主
の

方
が
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
一
え
て
い
ま
す
。

(
総
合
公
開
聞
建
設
事
務
所
)

マ
内
容
文
字
、
歴
史
、
白
熱
観

盤
、
湘
南
梅
出
陣
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
別
活
動

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
教
育
庁
指
導

部
体
育
課
(
電
話
。
間
五
一
心
一

一
一
一
一
内
線
七
七
九
」

隅
隅
廿
世
教
章
一
を
開
聞
く

7
J
H
時
国
月
白
日
(
土
)
午
前
9

時
却
汁
j
t
j
H
時
泊
分

マ
会
場
県
農
垣
市
会
館
(
駅
憎
汀
)

マ
講
酷
盆
最
研
究
家
山
口
正
雄

♂む上マ
内
容
秋
の
誼
裁
の
子
一
人
れ

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
溺
芸
セ

ン
タ
ー
!
(
電
話
お

l
O
K
九
一
)

自
民
金
融
公
庫
で
は
、
毎
r
A
常
金

の
取
り
肢
い
を
行
っ
て
い
る
。

円

v
対
象
事
業
在
常
ん
で
い
Q

五

マ
紬
皆
誠
一
一
γγ

九
出
万
円
以
内

V
融
資
期
間

5
年
以
内

マ
引
け
ヂ
勾
5
ゐ

yMU円

げ

v
問
い
合
わ
せ
允
一
白
民
金
融
公
庫

小
山
〕
悼
文
泊
(
電
ぷ
口
問
↑
ハ
丘
幻

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
千
万
円
、
復
名

子
同
ヘ
十
一
一
円

あたたかい

く〉ご協力ありがとうごさ?いました (9fl)一敬称略

三菱必js旨、平i家なでしこライオンズクラフ、ゴ共f七

工業、共栄工業、 三興製錦、富七スーパー掠延庖

2喜

(
敬
称
略
山
)

マ
杜
金
持
構
祉
基
金
へ
・
大
谷
君
子

一
一
千
円
、
佐
藤
克
哉
一
千
一
一
円
一
三

円
、
諮
問
和
子
五
千
;
円
、
山
松
蕗

夜
一
一
一
万
円
、
ロ
人
会
一
千
円
、

A
コ
i
フ
ャ
〈
野
泊
四
万
九
千
一
ハ
白

一
円
、
鈴
木
練
校
一
千
円
、
中
村

低
五
郎
一
千
円
、
雑
裳
苑
平
塚
乎

安
閣
点
万
円
、
神
奈
川
県
紫
謡
回

収
商
業
協
同
組
合
立
塚
支
部
n

手
塚

市
資
据
回
収
協
日
同
組
合
・
環
境
指
守

業
務
課
六
万
円
下
丘
百
八
!
「
一
一

円
、
高
砂
香
料
?
一
業
市
塚
工
場
一
一
一

万
八
千
円
、
つ
く
し
穏
護
婦
家
政
婦

紹
介
所
-
万
円
、
松
が
丘
地
区
社

月
期
祉
協
議
会
一
一
万
円
、
神
山
間
金

部
マ
百
円
、
湾
崎
み
ど
り

が
丘
白
治
会
一
万
一
一
一
千
五
L

一

円
、
同
ふ
じ
み
野
自
内
ム
ム
問
万
五

千
一
引
火
十
九
円
、
一
川
七
御
技
自
治

会
的
千
一
-
v
日
八
十
四
円
、
日
川
市
常

沼
地
自
出
会
心
千
ハ
山
一
五
ト
ヒ

戸
川
、
同
人
山
輔
自
治
会
六
千
七
同

四
円
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10 fヲ16fヨ
{日) 10時~

15時紅持パー

ルロード、 28

日(金) 13時

~15 待駅北

口、30日(日〕

10時----15時釘持ノてール口 ド、 11月 1日(火) -3  

〔祝) 10持~15時東海大学、 3 日(彼) 10時-15時平
塚商業高校、 12臼(工、)10時-15時紅谷パー jレロ}ド

県動物保護センター(議話58--3411)
では、飼えなくなった式、結の巡回収容

を、今回も次のB程む行う。
当日、犬を出される万は印鑑、犬心露呈

札、注射済票、愛犬手帳を持参レ、織に

ついては、麻袋かダンボール箱に入れて

いただきたいロ

なお、収容車の停髄時間は10分間。
また、犬、織についての苦情、持i談や
野犬の捕獲依頼も「沼センターへ。

11.Fl 5 Eヨ〈ことニヒ)
8 : 45神田公民館 8 横内公民館

9 : 05 ;*:野公民貧富 9 : 05八橋公民主官

9 : 30費出公民館 9 : 30松主主公民館
9 55城島公災鯨 9 50須資公民館
10 : 20関崎公民館 10 _ 10花水公民館

10何時金子日公民銀 10 40中原公民館

11吻 10金呂公民館 11 00怨公民館
11 20 
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